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報道関係者 各位 

 

 

令和４年５月から９月の間、「STOP！熱中症 クールワークキャンペーン」 

を実施します 

－ 今年は、「WBGT値の測定と対策」（※１）「暑さ慣れの把握」（※２）「熱中症発症時の 

体制整備」（※３）を重点として対策の徹底を呼びかけ － 
 

 

群馬労働局（局長 加藤博人）は、職場における熱中症予防対策の一層の推進を図るため、

労働災害防止団体などと連携し「STOP!熱中症クールワークキャンペーン」を実施します（資

料１参照）。 
 

１ 熱中症による労働災害発生状況 

群馬県内における熱中症による労働災害は、令和３年は９件発生（前年比７件減少）しまし

たが、近年は増減を繰り返しており、必ずしも減少傾向はみられないところです。また、平成

26 年には死亡災害も１件発生しています（参考：年別・業種別発生件数 2 頁）。 
 

２ 熱中症予防対策の徹底 

職場における熱中症を予防するためには、単に個々の労働者に水分・塩分の摂取を呼びかけ

るだけでなく、労働衛生管理体制の確立、WBGT 値（暑さ指数）の測定による低減、暑さへの順

化、休憩場所の確保、日常の健康管理、発症に影響を及ぼす疾病を有する労働者への配慮など

の対策を講じることが必要です（参考：職場における熱中症予防のポイント 4 頁）。 
 

※１ 熱中症を発生させないために必要な「WBGT 値の実測とその結果を踏まえた対策の実施」 

※２ 熱中症の発症リスクの高い作業者に対応するために必要な「暑熱順化（熱に慣れ当該環境に適合すること）が

不足していると考えられる者の把握」 

※３ 熱中症発生時に速やかに適切な対応を行うために必要な「初期症状の把握から緊急時対応までの体制整備」 

 

【熱中症関係特集ページ】群馬労働局ホームページ「職場における熱中症予防対策」 

https://jsite.mhlw.go.jp/gunma-roudoukyoku/hourei_seido_tetsuzuki/anzen_eisei/anzen_nettyusyo.html 
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１ 熱中症による労働災害発生状況 

全国における職場における熱中症による死傷者数の推移（平成 24～令和 3年）   （人） 

24 年 25 年 26 年 27 年 28 年 29 年 30 年 元年 2 年 3 年 

440 530 423 464 462 544 1,128 790 959 547 

（21） （30） （12） （29） （12） （14） （29） （26） （22） (20) 

（  ）内の数値は死亡者数であり、死傷者数の内数 

※ 令和 3年の数は、令和 4年 1 月 14 日時点の速報値であり、今後、修正されることがあり得る。 

 

群馬県における職場における熱中症による死傷者数の推移（平成 24～令和 3年）  （人） 

24 年 25 年 26 年 27 年 28 年 29 年 30 年 元年 2 年 3 年 

17 11 10 12 9 9 28 14 16 9 

（0） （0） （1） （0） （0） （0） （0） （0） （0） (0) 

（  ）内の数値は死亡者数であり、死傷者数の内数 

２ 群馬県内における平成 29 年から令和 3 年までの熱中症による労働災害発生状況(詳細) 

休業４日以上の熱中症による死傷者数は、製造業が最も多く、次いで運輸交通業とな

っています。 

熱中症による死傷者は、５月から９月に発生しており、特に７月、８月で多く発生し

ています（平成 29 年から令和３年の合計 76 件）。 

熱中症の発生には、気象条件（気温・湿度）、健康状態が影響します。 

時間帯では 14 時台から 16 時台で多く発生しています。 
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業種別、発生時期別発生状況 

（平成 29 年から令和３年の合計） 

業種 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 総計 

製造業 1 1 8 12 1 23 

建設業 
  

5 5 
 

10 

運輸交通業 
 

1 8 6 2 17 

農林業 
  

1 1 
 

2 

商業 
 

1 2 5 
 

8 

保健衛生業 
 

1 
   

1 

接客娯楽業 
  

2 3 
 

5 

清掃と畜業 
 

1 
 

2 
 

3 

その他の事業 
  

2 5 
 

7 

総計 1 5 28 39 3 76 
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4 

年齢、経験期間別発生状況（平成 29 年～令和 3年） 
     年代 

 
経験期間別 

～20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 70 歳代～ 総 計 

1  10  5 6 8 1  30  

3  2 3 3 4  2 14  

5  3 1   3  7 

10  1 2 3 1   7 

30    2 7 4  13  

30     2 1 2 5 

 16  11  14  22  9 4 76  

 

３ 職場における熱中症予防のポイント 

（１）WBGT 値（暑さ指数）の活用 
・WBGT（湿球黒球温度）の値（WBGT 値（暑さ指数））を求めて（＊）、基準値を超え又は
超えるおそれのある場合には、身体作業強度の低い作業への変更、基準値より低い
WBGT 値の作業場所への変更とともに、次の（２）以下の対策を徹底する。 

＊ 作業場所に、WBGT 指数計を設置する等により、WBGT 値を求めることが望ましいこと。 

  WBGT 指数計は、日本産業規格「JIS Z 8504」又は「JIS B 7922」に適合したものとすること

（日本産業規格に適合しない測定器では、屋外や輻射熱がある屋内の作業場所で、WBGT 値が

正常に測定されない場合がある。）。 

（２）作業環境管理 
・作業場所の WBGT 値の低減、休憩場所の整備等を図る。 

（３）作業管理 
・連続作業時間の短縮や身体作業強度（代謝率レベル）が高い作業を避けるよう努める。 

・計画的に、暑熱順化期間（熱に慣れ、その環境に適応する期間）を設ける。 

・水分・塩分の定期的な摂取の徹底を図るため、巡視などを行う。 

・透湿性及び通気性の良い服装を着用させる。 

（４）健康管理 
・糖尿病、高血圧症、心疾患、腎不全等に係る異常所見があると診断された労働者につ

いては、医師等の意見を勘案した作業の転換等の措置を講じる。 

・睡眠不足、体調不良、前日の飲酒、朝食の未摂取等について健康管理を行う。 

・作業開始前、作業中の巡視による労働者の健康状態の確認を行う。 

（５）労働衛生教育 
・管理者、労働者に対し、熱中症の予防方法、緊急時の救急処置等についての教育を行
う。 

（６）救急処置 
・緊急連絡網を作成し周知するとともに、熱中症を疑わせる症状が現われた場合は救急
処置を施すとともに、必要に応じ医師の診察を受けさせる。 

  

※ WBGT 値算出方法 

・屋内の場合及び屋外で太陽照射のない場合 

WBGT 値＝0.7×自然湿球温度＋0.3×黒球温度 

・屋外で太陽照射のある場合 

WBGT 値＝0.7×自然湿球温度＋0.2×黒球温度＋0.1×乾球温度 
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【参考】 日射がない室内を対象としたＷＢＧＴ値の簡易的な推定 

（日本生気象学会「日常生活における熱中症予防指針」Ver.3.1 より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 危険、厳重警戒等の分類は、日常生活の上での基準であって、労働の場における熱中

症予防の基準には当てはまらないことに注意が必要であること。 

 

添付資料 

資料１ 「STOP！熱中症クールワークキャンペーン（令和４年５月～９月）」 

資料２ 「職場における熱中症を防ごう!!」（群馬労働局） 

資料３  （参考）WBGT 指数計 

 


